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１【提出理由】

　2023年６月27日開催の当社第129期定時株主総会（以下、「本株主総会」という。）において、決議事項が決議され

ましたので、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定

に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

 

２【報告内容】

(1）当該株主総会が開催された年月日

2023年６月27日

(2）当該決議事項の内容

第１号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

　取締役（監査等委員である取締役を除く。）に、呉柏勲、沖津雅浩、胡立民及び陳士駿の４氏を選任する。

第２号議案　監査等委員である取締役３名選任の件

　監査等委員である取締役に、呂旭東、姫岩康雄及び中川 裕の３氏を選任する。

第３号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬等の額及び内容決定の件

　非金銭報酬の一つとして、譲渡制限付株式報酬と選択可能なストックオプションとしての新株予約権を付与する

（事業年度当たり1,500個以内（新株予約権の目的たる当社普通株式の株数が15万株以内。ただし、当該株数と

同一事業年度中に発行した譲渡制限付株式の株数とを合算して15万株以内。なお、うち150個又は１万５千株以

内は社外取締役分。）、かつ、新株予約権の額の合計は、事業年度当たり３億円以内（ただし、新株予約権の額

と譲渡制限株式の金額とを合算して３億円以内。なお、うち30百万円以内は社外取締役分。））とともに、社外

取締役の金銭報酬の上限を50百万円とする。

第４号議案　ストックオプションとして新株予約権を発行する件

　当社及び当社子会社の取締役、執行役員及び従業員に対し、ストックオプションとして新株予約権を発行するこ

ととし、その募集事項の決定を取締役会に委任することする。

(3）当該決議事項に対する賛成、反対及び棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための要件

並びに当該決議の結果

決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 賛成の割合 決議結果

第１号議案      

呉 　柏 　勲 4,781,783 585,582 2,249 88.86％ 可決

沖 津　雅 浩 5,031,158 338,442 14 93.49％ 可決

胡 　立　 民 5,060,318 309,292 14 94.04％ 可決

陳 　士 　駿 5,059,939 309,671 14 94.03％ 可決

第２号議案      

呂　 旭 　東 4,670,098 699,538 14 86.78％ 可決

姫 岩　康 雄 5,215,066 154,577 14 96.91％ 可決

中 川　　 裕 5,213,755 155,888 14 96.89％ 可決

第３号議案 5,071,879 297,713 12 94.25％ 可決

第４号議案 5,077,911 291,690 12 94.36％ 可決

（注）１ 上記各決議事項が可決されるための要件

第１号議案及び第２号議案

議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、出席した株主

の議決権の過半数の賛成

第３号議案

出席した株主の議決権の過半数の賛成

第４号議案

議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、出席した株主

の議決権の３分の２以上の賛成

２ 賛成の割合は、本株主総会に出席した株主の議決権の総数に対する、本株主総会前日までの議決権行

使分及び当日出席の株主の議決権のうち各議案について賛成が確認できた議決権の数の割合である。

 

(4）議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

　本株主総会前日までの議決権行使分及び当日出席の一部の株主について各議案の賛否が確認できたものを合計した

ことにより可決要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、本株主総会の当日出席の株主のうち、賛否の確

認ができていない議決権数は賛成、反対及び棄権の各議決権数の項目に加算していない。
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　また、賛成の割合は、本株主総会に出席した株主の議決権の総数（本株主総会前日までの議決権行使分及び当日出

席のすべての株主分）に対する、本株主総会前日までの議決権行使分及び当日出席の株主の議決権のうち各議案につ

いて賛成が確認できた議決権の数の割合である。

以　上
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